
令和2年度当初予算は、令和元年10月の台風19号災害後初の当初予算となることから、復興に向け力
強く歩みだす「復興元年」と位置づけ、復旧・復興を主軸に置いています。その上で第五次長野市総合計
画が目指す、幸せ実感都市『ながの』の実現につなげるべく、人口減少・少子高齢対策や増大する社会
保障関係経費への対応、善光寺御開帳に向けた事業なども含め積極的な予算配分になっています。

勝山ひでお通信
あなたの声を“カタチ”にします！
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テーマ “幸せ実感都市『ながの』復興元年予算”
～みんなでひとつに がんばろう長野～

１

予算の規模 2,903.5億円（対前年度＋274.5億円、＋10.4％）２

一般会計の主な特徴３

＞＞ 一般会計 1,745.2億円（対前年度＋240.2億円、＋16.0％）
＞＞ 特別会計（8会計） 750.4億円（対年年度 △9.0億円、 △1.2％）
＞＞ 企業会計（4会計） 407.9億円（対前年度＋43.3億円、＋11.9％）

【歳出】台風19号災害関連予算として255.3億円、社会保障関連経費として15.1億円増の345.4億円を確保
するとともに、東京2020大会を契機とするオリンピックムーブメント促進関連事業及び令和3年開催
の善光寺御開帳関連事業として1.4億円を確保。

【歳入】市税が25.8億円減少する中、市債を51.3億円増加させるとともに、不足する一般財源を賄うため財政
調整基金から過去最大の53.3億円を取りだす。

令和元年度当初予算

1,505.0億円

令和2年度当初予算

1,745.2億円
1,489.9億円【災害関連除く】

＋240.2億円



初当選以来、毎議会一般質問に立たせていただいて

おります。３月議会では「子育て支援について」,
「おくやみコーナーの設置について」の２点について
質問をさせていただきました。主な質問の内容、答弁
は以下のとおりです。

３月議会の個人質問

地域・市民生活部長 当面は特別な窓口を設置はせず、現状の枠組みの
中で対応する。しかし、関係書類の一括作成などの手続きの簡素化につ
いては、他市の事例も参考に検討する。

勝山 2018年までのながのわくわく子育てメールのアンケート結果を見る
と、長野市の子育て支援の主な課題は「保育料の軽減」と「子育てに理解の
ある職場環境の整備」という事がわかる。昨年10月、幼児教育の無償化が
スタートしたことを勘案すると、長野市の喫緊の課題は「子育てに理解のあ
る職場環境の整備」。ただし、子育てに理解のある職場環境の整備と言って
も様々ある。長野市で独自に具体的なニーズを調査し、関係部署で連携して、
新しい子育て施策に活かすべき

こども未来部長 関係部署が連携し総合的に進めることが重要。現在、人
権・男女共同参画課で、子育て支援を含めた職場環境の整備等について事業
所アンケート調査を行っている。今後、市内事業所の実態を把握し、関係部
署で情報を共有するとともに、今後の施策に反映したい。

子育て支援について

おくやみコーナーの設置について
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勝山 家族が亡くなった時の行政手続きは複雑で、負担が大きい。遺族
の負担を軽減するため、書類の一括作成や手続きをワンストップで行う
おくやみコーナーを設置しては如何か。

カセットボンベ缶やスプレー缶が「缶の日」に出されず、
間違えて「不燃ごみ」として出されてしまったことや、不燃
物として出されたライターのガス抜きが不十分であったこ
とにより、ゴミ収集車の火災が度々発生し問題になってい
ました。

昨年6月議会で「カセットボンベ缶、スプレー缶はガ
ス抜きを！缶の日に出しましょう！」または「ライター
はガスをしっかり抜いて不燃物の日に出しましょ
う！」と目立つポスターをゴミステーションに貼り出す提
案させていただき実現しました。


